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金属鉱床探査の歩みと現況

①

I凄えが書

近年わが国の工業の発展はめ一ざましくとくに金属鉱

物資源を原料とする重工業化学工業はもとよりさら

に最近は電子工業の進歩により数年前にはまったく想

像もできなかった新製品カ三ぞくぞくと出現し国内の文

化水準を高めるとともに重要な輸出産業を生みだして

多くの人の目をみはらせている.

重工業用原料の基幹となるものとしてはなんといっ

ても鉄カミ第1であり鋼かご汕こっぎさらにこれら･の

用途に応じて特殊次性質を備えさせるために使われる

合金用のさまざまな金属類カ星ある.また近年多方面か

ら珍重されているものにアルミニウムマグネシウム

チタンなどの軽金属類がある.一一方化学工業用原料

には硫化鉄鉱硫黄鉱その他一部の硫化鉱物カミあり

電子工学的機器用特殊原料としては種々の新金属類を主

体としていわゆる希元素鉱物などカミこれに含まれる.

しかしながらこれらの国産資源はどれも国内の需要

を満しているものではなく大部分のものは供給不足の

緕異国外から輸入しているのである.たとえぱあ

らゆる工業の基盤となる機材原料のうち最も重要な位

置を占める鉄はその80%(1961年)までを海外から輸

入し貴重た外貨をこれに当てている現状である.

また国内生産量が比較的高いものとして知られている銅

にしても国内消費量の激増の結果需要を満たすこと

はとうてい不可能でありそれによって海外から輸入さ'

れる銅鉱石は53.4%(1961年)に達している.また鉛･

亜鉛などはそれぞれ48.4%35.4%の値を示してい

ずれも相当量の輸入にたよらなけれぱなら狂い状況であ

る.(第1義)

これに比べて国内の生産量はどうかといえぱ第2表

の各鉱種別表に見られるようにそれぞれ相当の量に連

第1表製錬所における銅･鉛･亜鉛

木村正

しているがそれでも不足を生ずるのはつまりわが国

力茎一大工業国であるため資源の消費量が生産量を大幅

に上回っているからでありひいては国内の確認されて

いる埋蔵鉱量に対する均衡からも上回っているとも見る

ことができる.これを解決するためにはわが鉱業界

はもとより地下資源の開発調査にたずさわるものは明

治初年以締､工業の成長に歩みをそろえ得るよう

各時期ごとにとくに不足資源については全国的に鉱山

…､

の調査を行なっt開発に努力してき苧.およそ鉱

床の探査には一部の鉱山業界の篤志家または民間の探

鉱家が未開発の奥地などを渉猟してわずかた露頭ま

たは転石の発見に糸口を見つけることにはじまり幾度

かの失敗を重ねつつ長年月の探鉱を経て大規模な鉱床

の存在を確認してのちはじめて計画的開発の線に乗

って鉱業界にデビュｰするのが普通のケｰスであった.

しかし近年では露頭転石などのように地表から直接

に得られる兆候による探査は未開の奥地以外にはほと

んど期待できたいのカ基実情である.

終戦後各種生産性の増強以来金属鉱物資源の増産に

刺激されて新鉱床探査の必要性が叫ばれるや鉱業界

ならびに関係技術者科学者は外国の例にならって地質

学的根拠をじゅうぶん考慮して組織的に調査を進め

また鉱床学の学理に基づいて科学的探査を行なうように

なってきた.､したがって野外における地質調査のみな

らず坑内調査はもちろんのことさらに地球物理学的

｡地球化学的方法による資料に加えて新しい実験設備

により微細な鉱物成分や共生状況などを確認しそれ

ぞれの鉱種型式による特性をつかみさら1こ進んで
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地下の鉱床の存在可能性を予想し最後には試錐によっ

て実際の試料採取を行なうことによって鉱床を確認す

るようになっている.このようにして各事業所ごとに

年々新しく獲得鉱量をっかみつっ埋蔵鉱量を増加させて

計画的に開発を行底ってV'る.各鉱種別に19601961

年の獲得鉱量の状況は策3表～第4表に示した.ま

た195519601961年における埋蔵鉱量の状況は第5

表のとおりである.

終戦前洪ら戦後にわたり金属資源探査の方法は技術

的にはなはだしく変貌しているので鉱業界を中心と

して探査に関係の深い技術者科学者などの動きをふり

返って見ることもむだではあるまい一
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uわが国の金鰯衡源探査の歩み

わカ洞における金属鉱物資源の探査を歴史的になカミめ

ると明治以前明治以後より第2次世界大戦終了まで

同終戦以後今目までの3段階に分けること淋できる.

1.明治以前.

国内の金属資源の発見は遠く2000年以上さかのぼる

ものもある｡記録によれば鉄の利用淋もっとも早く

約2000年前にはすでに利用されていた模様でありっい

⑨銅鉱石出荷量一覧表
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で銀は673年天武天皇の時代に鋼は698年父我天皇の

世に金は749年聖武天皇の世にそれぞれ発見されつ

〉･で次第にそれらの特有な性質によりそれぞれの用途

に利用されるようになった.これらの原料のうち鉄は

主として山陰地方の砂鉄であり銀は現在の長崎県の対

馬から金は宮城県遠田郡の砂金からまた銅は鳥取県

(因幡国)と山口県(周防国)から産出されたものである.

また水銀は598年に三重県丹生に辰砂カ茎産している.

ここに現在までに知られている鉱床のおもなものの発見

の歴史をたどって見れば第6表のとおりである.
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第3表①鉱種別･金属別の探鉱による獲得鉱量(総括)(1960)
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②鉱種別･金属州探鉱による捜得鉱量(大鉱山1960)
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第4表①鉱種別･金属別探鉱による蟷得鉱量(総括･1961)
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策5表①1955年における鉱種別埋蔵鉱歴
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くだって16世紀17世紀といえば前者はわが国では

戦国時代で当時の政治権力者は金銀の産出に力を入れ

ておおい1こその開発を奨励した.とくに17世紀にたる

と金銀ならびに銅カ仲国またはオランダに輸出され銀

は60年剛こ約37万貫に達したこともあり銅は数量は不

明である淋粗鉱として相当量輸出されたもののようで

ある.鉄鉱床として有名な釜石鉱山は寛文または享保

年間に発見されその後幕末期に高炉カ茎建設されて製

鉄の近代化のはじまりとなった.これらの時代に各種

鉱石または鉱床がいかにして発見されたかについては知

る由もないがなんと言っても古代アジア文化の流れと

してわが国にもこれらを発見し利角する技能が入って

きたことは想像にかたく板v･.また戦国時代以降には

当時の西欧文化がオランダポルトガルなどの手を経て

入ってきてその後新しい技術として育って行ったもの

と考えられる､

1553年(天文22年)に発見されたと言われる佐渡の金

山は徳川初期に幕府の命により大久保長安易欄発にあ

たり御11幕府の政治力経済力の源を作りまた伊豆

半島の金銀鉱山の発見開発を行なうほか長駆して山

陰地方にも足跡を残して資源探査に努めたことは当時

として驚くべきことの一つである.おそらく金銀鉱

床銅その他の硫化物鉱床カ茎酸化作用を受けてそ

の中に含まれている鉄成分力茎水酸化鉄と狂ったいわゆる

ミヤケ"に注意したものであろう.しかしなカ重らこれ

らの特技は当時の常識として秘密を保たれ一般には知

らされていないようである.徳川中期以降にたると別

第6表主要金属鉱山鉱床の発見吏

子河山久根吉乃などの銅山と金看の鉄山が発見

されているがそれらは当時としてはまだ今目知られて

いるような規模のものになろうとは想像もできなかった

であろう.そのころになって平賀源内は各地におもむ

き鉱山の発見開発を行なっているしまた佐藤信淵

は当時としては新しい確度政策をとなえてときの為政

者を啓蒙するところポ大きく細部にわたっては資源開発

にも意を注いでいる.これらの人々はとくに目立った

存在であるがこのほかにも数多くの貢献者ポあったも

のと思われる.いずれにしてもこれらの知識技能

はおそらく当時西欧文化移入の唯一の経路をなした蘭学

に負うところカ至大であ.ったと言えよう(第6表)｡

2･明治以後多'ら終戦までの時期

明治時代に人やと西欧文化沸あらゆる部門にわたって

流入しその影鞍は広く科学技術におよんでv･るが

一方それらの果たした功績も大きい.明治大正昭

和期に入ってから発見開発された鉱床を総計すれば相

当多数に上るがそれらの発見に至る直接の糸口となる

ものはほとんど地表に現われている､ヤケミか転

石がまたは風水害道路その他設営工事の作業申に偶

然見出された露頭によるものであった.

明治期に入ると東京大学に外国人教師を招いて地質学の

教育林はじまるポそのさきがけとして1875年(明治8

年)にはEdmmdNauma㎜1(同8～12竿)カ三,ドイツ

から来朝つづいてDa∀idBrauns(同12～14年)

Ca｢lGottsche(同15～17年)カまつぎつぎに教鞭をと

って地質学者を育成しわカ堰の正統とも言うべき基礎､

教育を行ないその後はもっぽら和固緯

碓号�頭府�接触鉱床�撫鉱鉱床�鉱�脈�キｰスラｰ〃一^LL山■�必.逸

文武年1111�697出701��岩美?����

���■一'■�1山'L■』'1^�u一一■■一��

和銅〃�708出714��脆去沢����

���■一■…'…����

養老〃�717出･723�榊閉�I�出石(717)?���

���'…一山山�'■■■'■,･･I山�1一■■一��

天耶〃�729{748�,�叫雌����

大同11�S06-809������

���…一一�㈱鰍鮒���

���'■�山一�』一一'…'�L�

文泳〃�1264～1274��太1!����

���…`“一'凸｢�一,`､亡�…��

躯､安ル�1278～1287�植ケ谷�����

��11�〔�I�一��

郷蛭〃�1ヨ08～1310��1�'���

���i�.一I-u一山'一一一,'���

1"徳〃�旦390-1393�八割1391)■�■����

���_.一_.一_..､し一一一________�一〇�I`一''��

天文〃�1532山1554��佑独･����

���.一■一一�一I一=���

天正〃�1573}1591��:ヒ胴11概;ψ柵.阿'.,i町沖?価他?�H立�｢��

'血�������

駆展"�1596-1614�加納�凪'“肺｡引����

���高1;“l1川nl一一'一一'L''1岨｣､o舶藺〕1�■一■'一�'山一��

寛永〃�1624～1643��山ケ肘�■���

���■■■}■`一'一山'�･���

町〃俳〃�1655}1657��銅山(1655)����

���1.一�一一u'山一占^�㎞��

万治11�1658}1㊧60��蝋木野����

����■■1…｣���

鬼女〃�1661}1672�1釜祈)�十和田����

元禄11�1688-1703��水沢､荒川(1700〕�別(蝸｡o〕皿山���

���三脳河山����

享保"�1716-1735�釜布�脊乃(1720)�久椥(1731)���

���1,㎞…}����

宝僻〃�1?51}1763�本山(1751)�����

����'…���

犬保"�1830}1843�田代�����

���山'����

文久〃�186ト1863�燃㈹1}�����

�■“π������

閉榊州醐�186861882�一榊1872〕鯛淵�����

･巾』閉�1鵠3一一898�花1司{1蝸引w甘�鯛坐�大鵬(1896)�孤知映��

��醐榔｡^冊}伽搬�o8蝸〕����

"徴蝸�1189トｰ911�1:北�｣二畑｡珊｡〕巾｡o割｡い����

�…一舟��小仙1冊5〕?l1北{1帥7〕�主命���

���山�'山���

大jl{雌州削2-926���岬之則1肌引����

��澗珊`H11則�淵惚�佐々遮���

(州11暇鉱山奥I堕伽1肯鉱山舳眺大正15.7,30)

四郎小藤文次郎などの日本人教師がそ

の任にあたっている.これに続v'て年

を追って多くの教育者カミ現われまた各

地方にも大学力茎設立されてようやく地

質学専攻者の数カミ多くなってきた.し

かしこれらの教育の立腹は自然科学にあ

ったから実社会の鉱産資源の探査開

発とは直擦結びついてはいなかった.

以上に先立ち1872年には北海道開拓使

の招きで米国からBenjaminSmith

Ly㎜anカ茎来朝し主として北海道にお

ける鉱山地質(とくに炭田地質)調査につ

くしさらに内地の油固地帯のほか各

所の実地調査を行なっているカミその間

に助手として多くの日本人を養成してv･

ることはそのことは炭固に関するもの

が主ではあったカ三そののち広く他の�
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鉱産資源の探査に関する技術者の養成に及ぼした影響は

大きい.その後探査の仕事はほとんど民間の篤志家

が主体で未開地または人跡まれ桂奥地を渉猟して露

頭を探しまわることが行校われこれカミつぎつぎに資本

家の手に渡り幾変せんののちにようやく開発に至る

のであった.1900年(明治38年)にはわが国に初め

て鉱業法カミ制定されすべて鉱産資源はこの法律に規制

されるようになった.

もともと鉱床の探査は地質専門家の担当するべき性

質のものであり諸外国でも先進国はみなその道をたど

っているのカミ常識であるかわカミ国では明治初期以来

地質学者は科学的の研究に専念するものが多く鉱山界

に進出するものははなはだ少なく同時代末期に近く

在ってようやくわずかに鉱業会社に職を奉ずるものが`

ててその後昭和中期の終戦頃まで少しづつなカミらその

数を増してきている.その間規模の大きい鉱山会社で

は本社に数名の地質専門家を置くように狂ってきたカミ

その担当する仕事はほとんど買出調査が主体であり

ときに会社所属の鉱山の地質調査を行なうに止まってい

た､したカミって現に稼行している鉱床の延長部の探査

または露頭をたどって新鉱床を探査するような仕事は

現場勤務の採鉱技術者かその補助的な役割りにあるも

のの担当である場合カミ多くわずかに地質技術者は相談

を受ける程度にすぎなかった.たとえまれに地質技

術者カミ現地に在勤していることはあっても多くは生産

に直結する採鉱の仕事に従事するような習慣であった.

当時鉱山の山元に常勤する地質技術者をもっていた事業

所は数えるほどしかなくしたカミって中小鉱山などはほ

とんどそれをもっことはたいといってもよい位であった.

この時期における学界の姿はどうかと言うと大学で

も鉱床学の講座は一部総合大学の工学部鉱山学科に設

けられただけであった.大正期に入ると鉱山界の発展

に伴い若干の総合大学の理学部地質学科に鉱床学の講

座が設けられ基礎研究から一歩前進して理論的に鉱床

を追究するようになりようやく鉱床学専攻者が鉱山業

界にも進出するに至った.とくに大正初期にはわが国

の黒鉱鉱床狂らびに別子式層状含銅硫化鉄鉱床(キｰ

スラｰガｰ)の成因に関する論争は学界の1つの焦点と

狂ったがさらにこれが契機となり鉱床学発展に寄与

するところカミ大きかった.しかし主眼が理論的な基盤

に立っていたので業界の探査の実務に地質学者カミ直結

するまでには至らずこの情勢のままで第2次世界大戦

に入った.その間地質調査所はどうかと言うと1882

年(明治15年)に創設以来20万分の17万5千分の

1地質図幅調査を主体とする地質調査と満洲における

地質調査北海道の鉱物調査工業原料鉱物調査などが

ありさらに秋田新潟の油田調査なども行なっている.

これらのうち金属資源調査に属するものは当時における

重要在資源について現況調査を行なったもののごとくで

現在もその報告書カミ残っている.大正末期には官界

民間からの依嘱によって海外資源調査も行たわれている.

1931年(昭和6年)には物理探査に関する基礎的研究が

始められついで構造試錐を採用して1歩科学的調査

研究の方法を前進せしめた.

このようにして昭和期の半ばになり世をあげて第2

次世界大戦に突入すると国内は異常な消耗時代を形成

していった.このときにあたり国内事膚は大きく旋回

し他の諸物資と共に鉱物資源もまた軍需資源としての

充足を求められ関係者は業界ばかりでなく地質調査所

においても不足金属資源の現況調査と当時における

低品位鉱未利用資源の活用など全面的にこれに協力し

た.この間軍需資源として鉄アノレミニウムニッケ

ノレコバノレドモリブデンタングステンクロムな

どのほかタンタノレペリリウムダリウムストロン

坑内における地質調査

地形劇盟と潮線動点の測撞

自然電位法による電気探鉱�
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チウムセリウムウラントリウムなどの希元素類

カ堀内外地にわたって重要な研究課題となったことは

いまだに記憶に新たなことである.

いずれにしても終戦までの11寺期をふり返ってみれば

鉱物資源の組織的科学的方法による探査に関しては特

記すべき成果はほとんどあげることはできなかったと

言っても過言ではなかろう.ただこの聞に特異な資源

として1937年(昭和12年)に北海道イトムカに自然水

銀を多量に含む高品位の水銀鉱床が発見され開発さ

れたことは当時斯界に対して大きな刺激どたり一掬の

清涼剤の働きをなしたものと言うことカミできる.

3.終戦後の鉱床探査

戦時中鉱業界は統制経済の下に戦争遂行のために必要

な物資は経済を無視して国家の補助奨励政策によっ

て開発促進されていたが終戦と同時に大きな目標カミ

失われて一時的に混乱状態に入った.しかし業界は

一時生産停止と多数の労務者をかかえる困難な時期を迎

えながらも異常な努力をもって鉱業の再建にあたった.

す抵わち連合軍の占領下におかれたわが国は総司令

部天然資源局(NRS)の勧告を受けて徐々に空白状態

から脱げ出し堅実な経営に入っていった.

このNRSの勧告は技術面にもおよび当時アメリカ

国内において行なわれている探鉱法が紹介されこれが

わカ酒にも積極的に導入される結果になった.当時ア

メリカでは鉱床の探査業務は地質技術者が担当するとこ

ろであり各鉱山には常に数人の地質専門家が配置され

現地の詳細な調査に基づいて探査計画を立て探鉱部門

に指示する方法カミとられていた.

わが国でもこの推進方法の必要性が関係業界の識者の

間に認められ大規模鉱山をはじめとして中小鉱山に

至るまで地質技術者を採用し現在では配置されない鉱

比抵抗法(直流による)の野外測定の例

器械は地質調査所で試作したもの

山はほとんどないほどにたりその開地質技術者の果た

した役割りはめざましいものがあった.

内容的にこれをみればそれぞれの鉱床について付近

地域の地質調査を行なう鉱床と地質構造の関係を求めさ

らに坑内では鉱床の生成に伴っておこる母岩の変質作用

の変化を鉱床の上下盤に求めて研究する方法などであ

る.また坑内の詳細なスヶツチおよび繰取した試料

から鉱床の生成環境と鉱床の成因の推定を行荏いこれ

から帰納して鉱床探査の基礎資料を導くことなどである.

これらと併行して物理探鉱地化学探鉱試錐などを必

要に応じて行在いその結果を総括し総合判断して

探鉱方針を立てることである.

このようにして各事業所ともに地質関係の専門技術者

'が組織の中に独立して一つの部門を形成しその業務と

して探鉱計画を立てこれを実施することが斯界の常識

とたった･これによる緒論は事業部の最高責任者に進言

され実際の探鉱に活用されてv･るのが現状である.

終戦後各鉱山では既存の鉱床の延長部が確認されて埋

蔵鉱量カミ確保されただけでなくまた新しい鉱床の発見

が枚挙にいとまがないのもこれら新しい探鉱法の成果

と見放してよい..ここに至ってわが国の鉱床探査の任

務は公然と地質専門家の手に移りようやく長年月にわ

たり果たせなかった使命が本来の姿になったのである.

この間にあって選鉱製錬技術の進歩とこれに伴っ

て可能となった低品位鉱石未利用鉱物資源の利用カミ

従来開発の対象になってい恋かった鉱床を再検討させ

また新たに開発の道を開く端緒をつくり大きく業界発

展につくしたことは特筆すべきことであろう.国内の

このような新しい雰囲気の中に業界官界学界にもこ

れに庵ずる態勢カミ現われた.

業界

磁録擦鉱

一1鱗灘,

電力探鉱�
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まず業界においては前記のように各鉱業会社または現

地事薬所において探査計画の立案実施を行狂っている

だけでなく1948年には金属鉱業界の集まりとして日本

鉱業協会が新設された.本協会は鉱業の発展のために

技術の交流開発技術の合理化を目的としたものと思わ

れるカミその中に探鉱に関する部門として探査部会が設

けられ定例の会合をもつと同時に年1回全国鉱山現

場担当者会議を行なって各事業所における探査現況の

照会と探査技術の討論カ三行なわれ多大の成果を収めて

いる.

このころになると重要な調査項目の一つとして正確柾

記録をとることカミ始められた.す荏わち坑内では100

分の1または50分の1坑外においても1,000分の1ま

たは2,000分の1程度の精密な地質鉱床図を作成して鉱

床の存在状態を追究しつぎの探査計画を立てる重要な

より所をつかむことに努力した.また戦前は特殊な場'

合を除いて業界では自ら物理探査を行なっているものは

少狂かったカミこのころからまず電気深鉱(自然電位法)

が行なわれっいで比抵抗法も行なわれるように狂っ

た.さらに降って磁鉄鉱または磁硫鉄鉱などのよう

に磁性を示す鉱石を対象として磁気探鉱を行ないまた

近年は質量の差異を利用して行なわれる重力探査電磁

波速度を利用して地下の構造を矢口ろうとする地震探査狂

とも行なわれるようにたってきた.地化学探鉱として

は戦時中にも一部川水の分析によって探鉱の手がかり

を得ようと試みられたことがあるが戦後には逐次利用

され亜鉛銅硫酸根狂とをヂチゾン法により微量の

定量分析を行祖う新し〉'方法が現われさらに鉱床地帯

の地表の土壌にも適用されるようになってきた.

しかし各事業所にあって探鉱の直接の方法として鉱

体を確認し鉱量の増加に著しく貢献したものは試錐探

鉱法であろう.戦前戦後におけるわカ幅の金属鉱業

界の試錐機ばはなはだ能率がわるくしかも試錐技術

のレベノレも低かった.しかし各方面からの試錐に対す

る期待は技術の向上を誘いさらに掘さく能率を上げる

ために当時使用していたメタノレビット手植えダイヤ

モンドビットから高速度回転による新型小口径試錐機

と機械植付けダイヤモンドビット使用へと移り国内

でもこの目的に沿う試錐機カミ各メｰカｰによって試作さ

れるに至った.1951年に狂って外国から種々の優良な

試錐機カ茎輸入されるとともに進歩した掘さく技術が導

入され各現地の地質に応じでそれぞれに特色のある

機種を使用しまたそれに対応する技術力清成されてい

った.このことはまた1つの刺激になって国産機に

も新鋭機作製の機運カ性じ1953年には新製品カ茎できて

現在では外国製試錐機の性能に遜色のないものも現われ

るに至っている.このように回転速度と掘進深度の

高度化の要望によりついに700m～1000mの性能を有

するものが現われ油圧給進ダブノレコアチュｰブの使

用さらにその能率を上げるためにワイヤｰラインコ

アボｰリング法なども行なわれるようにたっている.

(第7表)

蔦流電探車(ソ連製)

学界

一方これらの趨勢は関係学界にも影響を及ぼし1950

年には日本地質学会に鉱床部会がおかれ積極的に鉱床

探査の問題カミ取り上げられつづいて翌1951年3月には

関係者の強い要望によって同学会の部会として日本鉱

山地質学会カミ創立されて鉱物資源に関する探査技術者

と科学研究者との密接なつながりの場カ童作られ機関紙

ミ鉱山地質ミの発行と講演会その他の会合を通じ

て直接開発に当る現地の技術と学衛研究による理論と

が平行して進展するに至った.

電探車の内部�
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これよりわずかに早く1949年には日本鉱業会にも地質

鉱床および探査専門委員会カ茎設けられて探査問題に強い

関心を示しミ目本鉱業会誌ミやミ技術叢欝ミ

(鉱廉と地質構造)3冊(195219551958)を1956年に

はミ鉱山の物理探鉱ミまた1959年にはミ探査技

術号ミを発行し毎年講演会などを行荏って関係技

術者の進歩発展に寄与している.

1948年5月には地球物理学関係者カ茎集まり物理探鉱

技術協会を設立してミ物理探鉱;とさらに同学会

創立5周年記念特別号同10周年記念特別号などを発行

し講演会などを行なって関係方面へ多大の貢献をして

いる.また地化学探査に関しては従来のヂチゾン法

による現地調査のみでなく広く地球上の火成岩水成

岩中における微量化学成分の動きを追究†るために地球

化学的研究が行なわれこれに関して1953年に地球化学

研究会が(1963年日本地球化学会)生まれている.

地質調査所

終戦後の空虚な時期かち復興時代に入るとアメリカ

東南アジア向けの陶磁器その他窯業製品の輸出が盛んと

なり非金属鉱業界は活発な鉱況を示したかこれに比

べて金属鉱業界は立ち直りに相当の期間を必要とした.

この間にあって鉱種別に資料の不足淀鉱山畔鉱床に対

して資料の収集を行なうとともに鉱床の胚胎状況とか

生成環髭についての調査研究を行なった.

1947～1948年になって鉱業界学界の動きは地質調査

所にも反映し業務内容も時の流れに適するように修正

が加えられた.すなわちそのころから鉱山で行たわれ

る探鉱に対して:澗接ではあるカ茎貢献できる基礎的資料
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特別な場合を除いて広い鉱床地域を選び調査研究の目

標として地質学的な生成環境を知りこれを通してその

地域の鉱床胚胎の特性をとらえることに重点を置いた.

これらの調査研究の結果から得られた成果の一部は1954

年にミ構造支配(Structu･a1c㎝t･ol)の実例幸として

鉱床と地質構造の関係を集録しているほか機関紙を通

して随時公表している.これに併行して戦前戦時中

の資料を基礎としこれに戦後の新しv'資料を加えさ

らに外部の協力を得て日本鉱産誌の編さんをはじめた

(1950～1959年の間に総論篇を含んで12冊)､

1948年頃には国内の硫酸原料の不足から硫化鉄鉱硫

黄鉱の貧鉱底との資源調査がはじめられると同時に他

方関係業界の一部には磁硫鉄鉱の貧鉱処理の研究が進め

られた.その後同和鉱業株式会社においてドノレ式流

動層焙焼炉を設置し黒鉱式鉱床に見られる雑鉱の完全

利用がまた不二越鉱業株式会社におv･てはバシッシュ

式旋風焙焼炉を完成して磁硫鉄鉱の処理ができるよう

になるといずれも有用金属鉱物成分の分離ののち硫

酸を回収しさらに残った焼鉱を脱銅技術の成功によっ

て鉄原料として活用するようになった.

もともとわが国は鉄資源に乏しく,1961年には原鉱

石の80%を海外から輸入しているカミ1953年当時におい

ても6晩の数値を示していた.この問題は砂鉄鉱業界

の奮起を促し採鉱選鉱に改良を加えまた金属チタ

ン利用研究と相まって砂鉄カミ有力な鉄資源として注目

を浴びるようになってきた.このよう杜事情の下に地

質調査所は1953年より磁硫鉄鉱と含チタン砂鉄の国内調

査研究をはじめさらにこの事業は翌1954年よりミ含

チタン砂鉄および磁硫鉄鉱調査斗のテｰマの下に

特別研究としてその後5カ年間継続しこれにつづい

て1959年からは同じく特別研究として低品位鉄鉱の調

査を3カ年継続して実施している.

他方1955年にはマンガンの製練技術の進歩により珪素

マンガン鉄の原料としてマンガン分30%以上の珪酸

マンガンの利用が注目されるようになり翌1956年より

3カ年計画として特別研究量珪酸マンガン鉱調査キ

を行たってv'る.この間に経常研究としては地域的な

鉱床調査として黒鉱鉱床キｰスラｰガｰ第三紀火

成活動に関係のある金属鉱床たどのほか鉱山単位に調

査するものとしては水銀アンチモンタングステン

その他のものカミあった.また1956年頃には陸上の砂鉄

資源だけでなく海底砂鉄問題の検討が各方面から要望

されるようになり当時未利用鉄資源開発調査分科会で

も議題に怒った.しかし海底砂鉄は賦存状況の調査に

おいて研究方法に多くの難点カミあってすぐに着手でき

ず地質調査所に調査研究の推進を依頼してきた.そ

の後地質調査所において検討を重ねます調査研究方法

の確認を目標としたがら千葉県飯岡地区海域鹿児島

県指宿海域青森県八戸海域のほか北海道開発庁の委

嘱によって北海道噴火湾海域の一部などを対象として

核磁力計を使用して調査研究を続けさらにそれらの結

果の内容を再検討しつつ目下東京湾海域の1部を対象

として海底における砂鉄の堆積環境に重点を置きなが

ら調査研究を続けている.

官界

1948年政府は地下資源その他関係資料の整理資源

調査の標準化鉱山における資源の合理的な開発を促進

させるために経済安定本部に地下資源部会を設けっい

で1950年には通商産業省の新鉱床探査奨励金に関する諮

問機関として鉱床探査審議会が設立された.これと相

前後して鉱床調査標準専門委員会を設けて同年JISに

よる鉱量計算基準(日本〕二業規格M1001)の制足を行な

った(さらに1957年には実情に即するために改訂を行なっ

ている).1953年にはECAFE(国連アジア極東経済委

員会)に鉱物資源委員会ができてアジア諸国と提携し

て地下資源の開発に協力する態度カ玉とられた.1954年

には地下資源開発審議会の下部機構として未利用鉄資源

開発調査分科会を設けて官界地方自治団体鉱山界

製鉄業界租どの協力の下に砂鉄磁硫鉄鉱の調査計画を

立て全国的に品位鉱量の調査を行なう中核の役を

果たした.また昭和38年度から貿易の自由化に対

する措置の1つとして金属鉱物探鉱融資事業団が設立

され一方地質調査所ではミ金属鉱床密集地域の広域調

査研究･のテｰマの下に特別研究が始められた.

(筆者は鉱床部金属課長)

(付表二統計資料はミ本邦鉱業の趨勢ミより)

地イビ学探査(土壌の採取)�
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海底砂鉄調査

における採泥

海上磁気探査Σ(プロトンマグネヅトメｰタｰ)

海上:磁気探査(ケトブルの長さ:50m)

ヘリ賞プ夢一によ蕎遮アホ､一ン綱蔵

ジｰプ.､紀蕊為力榊ボｰン調鐙�




